
風らん系交配種 
の栽培管理方法 

 
Yonezawara 

BlueStar 
ヨネザワラ ブルースター 

［植替え］  
 

温度が 10℃以上保てる場合は花
が済んだら早めに植え替えをしま
す。 
10℃以下の場合は春 3 月下旬頃
植え替えをします。 
コンポストは素焼鉢に水苔また
はプラ鉢にバーク植えが良いと思
います。 
バーク植えのほうが肥料は多め
に与えます。 

［置き場所］  
 
冬……最低 5～10℃が保てる明るい
室内。 
   （3℃以上あれば冬は越します。) 
 温室の場合は 50％遮光。 
春～秋（4 月下旬～10 月下旬） 
   室外の風通しのよい半日陰。 
温室の場合は 50％の遮光。 
夏の夕方に鉢の回りに打ち水をす 
ると効果的。 

◎ 作り易い品種  
 
○ ダーウィアラ チャーム 
ブルースター（ブルー） 
ブルームーン（ブルー） 

○ アスコフィネチア 
 チェリーブロサム（ピンク） 
〇 アスコフィネチア 
ライオンスター（オレンジ） 

〇 アスコフィネチア 
 プチブーケ（ピンク） 

 

［性質］  
風らんは日本に産する小型の芳
香性のあるらんで、木などに着生し
ています。色はしろでっすが、近縁
のバンダアスコセントラムなでの
東南アジア産の種との交配で 赤、
ピンク、イエロー、オレンジ、ブル
ーなどの色が着いた交配種があり
ます。風らんまで寒さなどに強くは
ないですが、風らんの血を引いて育
てやすくなっています。芳香性があ
るものたないものがあります。 
冬は 30％、夏は 50％位の遮光が
好適です。 

［肥料］  
春から夏に 2 度位置肥を施しま
す。あとは薄い液肥を時々与える
程度にします。 

［水］  
 冬……最低温度が 5～10℃の場
合は、コンポストが乾き気味にな
ったら暖かい日の午前中に。 
最低温度が 10℃以上保てる場合
は 2～3日に 1度潅水。又、室内が
乾燥しやすい場合は時々の葉水が
効果的です。 
 春～秋……4 月下旬～10 月上旬
は 1～2日に 1度充分に潅水。盛夏
は毎日 1 回と夕方の葉水が効果的
です。秋の彼岸以降は水を控えて
行きます。 

［お問い合わせは］  
 
〒 441－3613 
愛知県渥美郡渥美町大字古田 
字原 66 

 スズキラン園 
  TEL 0531―32－0879 
  FAX 0531－32－1110 
E-mail info@orchid.ne.jp 
ホームページ 
    http://orchid.ne.jp 

 


